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お問い合わせは、鬼北町役場☎45-1111または日吉支所☎44-2211まで。

　

国
民
年
金
は
、
や
が
て
訪
れ
る
長

い
老
後
や
、
生
活
の
安
定
を
損
な
う

よ
う
な
〝
万
が
一
〞
の
事
態
に
備
え
、

保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支

え
あ
う
制
度
で
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

国
民
年
金
の
加
入
者
は
次
の
３
種
類

で
す
。

○ 

第
１
号
被
保
険
者･･･

自
営
業
、
農

業
、
学
生
等
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方

○ 

第
２
号
被
保
険
者･･･

厚
生
年
金
保

険
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

○ 

第
３
号
被
保
険
者･･･

第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

※ 

20
歳
誕
生
月
の
前
月
に
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
加
入
勧
奨
状
（
加
入

の
お
知
ら
せ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
必
ず
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

第
１
号
被
保
険
者
・
第
３
号
被
保
険

者
に
該
当
す
る
方
は
、
必
ず
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。

○ 

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
加

入
手
続
き
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
直

接
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

○ 

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
加

入
手
続
き
は
、
配
偶
者
の
お
勤
め

先
の
事
業
主
へ
届
出
く
だ
さ
い
。

事
業
主
経
由
で
社
会
保
険
事
務
所

へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

※ 

第
２
号
被
保
険
者
は
、
本
人
か
ら

の
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

加
入
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
す
と
、

年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

手
帳
は
、
就
職
、
離
職
を
し
た
と
き

や
年
金
を
受
け
る
と
き
な
ど
、
一
生

を
通
し
て
使
う
た
め
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

毎
月
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

　

国
民
年
金
保
険
料
（
定
額
）
は
、

月
額
１
４
，
４
１
０
円
で
す
。（
平
成

20
年
度
の
額
）

　

な
お
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払

い
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る
前

納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は･･･

　

20
歳
に
な
っ
て
、
所
得
が
少
な
く

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
な
ど
保
険
料

免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
制
度
は
、
所
得
の
少

な
い
若
年
層
（
20
歳
代
で
学
生
以
外
）

の
方
や
所
得
の
少
な
い
学
生
の
方
が
、

将
来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
等

に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
等
を
防
止

す
る
た
め
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
宇
和
島
事
務
所
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質
な

訪
問
販
売
に
気
を
つ
け
て
！
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
義
務
化

　

平
成
16
年
の
消
防
法
改
正
に
よ
り
、

一
般
住
宅
に
も
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
18
年

６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
、
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
６
月
１
日
ま
で
の
、
各
市
町
の

条
例
で
定
め
る
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
制
度
改
正
に
便
乗
し
た
、
悪

質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
消
費
者
被
害

が
全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
販
売
方
法
に
は
注
意
！

○ 

「
消
防
署
の
方
か
ら
来
ま
し
た
」「
消

防
署
か
ら
委
託
さ
れ
て
、
地
域
を

回
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
、
消
防
署

員
の
よ
う
な
服
装
や
言
動
で
訪
問

し
、
販
売
を
す
る
業
者
が
い
ま
す
。

○ 

「
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
今
す
ぐ

に
取
り
付
け
な
い
と
法
律
に
違
反

し
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
よ
」「
隣

近
所
も
み
ん
な
購
入
し
ま
し
た
よ
」

な
ど
と
言
っ
て
、
消
費
者
の
不
安

を
あ
お
っ
て
契
約
さ
せ
ま
す
。

○ 

「
警
報
器
を
取
り
付
け
る
に
は
資

格
が
い
り
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、

市
価
よ
り
も
高
い
価
格
で
商
品
を

売
り
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

○ 

公
的
機
関
の
職
員
（
市
町
・
消
防

署
）
が
個
人
宅
を
訪
問
し
て
、
火
災

警
報
器
等
の
あ
っ
せ
ん
や
販
売
を
し

た
り
、
特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託

し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○ 

「
今
な
ら
格
安
で
設
置
で
き
ま
す
」

な
ど
と
、
契
約
を
急
が
せ
る
業
者

に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

○ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
家
電
量

販
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
数
千

円
か
ら
１
万
円
前
後
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
で
取
り

付
け
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

○ 

万
が
一
、
訪
問
販
売
で
契
約
し
て

し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

警
報
器
の
設
置
場
所

○ 

設
置
場
所
は
、
原
則
と
し
て
寝
室

と
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
詳
し
く
は
事
前
に

最
寄
り
の
消
防
署
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
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20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
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